
VO
L.126

●
発
行
／
山
形
県
山
辺
町
議
会
　
●
編
集
／
広
報
常
任
委
員
会

〒
9
9
0
-0
3
9
2
　
山
形
県
東
村
山
郡
山
辺
町
緑
ケ
丘
5
番
地
○
印
刷
／
藤
庄
印
刷
㈱

2024年
10月

号

編
集
後
記

◎町ホームページから、議会だよりが閲覧できます。

表紙の説明

https://www.town.yamanobe.yamagata.jp/

■
発
行
責
任
者

■
広
報
常
任
委
員
会

議
　
　
長

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

神
　
保
　
　
　
稔

竹
　
俣
　
　
　
朋

村
　
山
　
幸
　一

遠
　
藤
　
真
由
美

渡
　
邉
　
裕
　
二

佐
　
藤
　
利
　
和

鈴
　
木
　
誠
　
也

ひ
と
あ
し

　
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

お
い
し
い
山
辺
の
実
り
の
秋
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
町
制
70
周
年
の
今
年
は
、
日
立

市
友
好
都
市
提
携
20
周
年
を
は
じ

め
、
ふ
る
さ
と
資
料
館
30
周
年
、

ま
た
緑
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
も
10
周
年
を
迎
え
る
な
ど
、

お
祝
い
ム
ー
ド
が
高
ま
る
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
町
民
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
溢
れ
、
議
会
だ
よ
り
の

表
紙
は
ど
れ
に
し
よ
う
か
迷
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

　
出
来
上
が
る
ま
で
苦
労
も
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
手

に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
委
員

全
員
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

遠
藤
真
由
美
　
記

　
山
辺
町
町
制
施
行
70
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
〝W
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O
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〞
が
10
月
14
日
、
山

辺
町
中
央
公
園
と
そ
の
周
辺
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
小
学
校
全
児
童
に
よ
る
呼

び
か
け
と
合
唱
か
ら
始
ま
り
、
町

民
参
加
の
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
や
音
楽
フ
ェ
ス
な
ど
の
催

し
や
、
公
園
内
で
は
た
く
さ
ん
の

食
べ
物
や
特
産
品
が
並
び
、
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
一
日
通
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
が
人
足
は
絶
え
ず
、
夕
方
6
時

半
過
ぎ
に
は
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
や
た
く
さ
ん
の
ラ
ン
タ
ン
が

飛
ば
さ
れ
、
花
火
の
打
ち
上
げ
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
町
民
み
ん
な
が
盛
り
上
が
っ
た

一
日
で
し
た
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
優
し
く
て

可
愛
い
で
す

人が温かくて見守られている
安心感があります。

みんな仲良しで安全安心なこの町から
出たくないです

━私たちは皆さんの活動を応援しています━
皆さまからいただいたご意見を町政へ反映していきます

広
大
な
田
ん
ぼ
や
山
な
ど

豊
か
な
自
然
が
好
き

ア
ク
セ
ス
が
良
く
て

暮
ら
し
や
す
い

給食に出た瓶の牛乳が
うまかった

良い意味で静かで虫の声など
落ち着きます

あなたの声をお聞かせください
「20歳を祝う会」実行委員の皆さんからひとことメッセージ

素
敵
な
ニ
ッ
ト
に
身
を
包
み

写真／ WE LOVE YAMANOBE 
　　　2024 （関連記事 16ページ）
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定例会・決算認定　令和５年度の主な重点事業
決算特別委員会　暮らし向上にどう生かされたか？
議案審議・臨時会　より良いまちづくりを目指して
一般質問　町政のここはどうする？
提言書提出
議会活動報告　新しい町への挑戦
議会報告会「未来を話す会」　よりよい町づくりのために 16やまのべ議会だより 2024vol.126



第３回

9/9～9/20

　令和５年度山辺町決算結果は、総体的に、法令・条例及び規則に準拠し処
理されており、予算の執行も適正である。歳入においては、収納対策の強化
の成果と、ふるさと納税寄附金の継続的な増加など取り組みを評価する。未
利用や遊休となっている公有財産については、有効活用や効率的な維持管理
の観点から、計画的な運用に努め、財政負担の軽減化を望む。
　歳出においては、限りある財源を最大限活用し、効率的で有効性のある施
策を展開し、町民ニーズにそったサービスの提供と確保が必要であることから、
職員一人ひとりが持てる能力を最大限に発揮できる職場環境の確保と、常に
PDCA※サイクルを意識し、検証と見直し、改善により効率的・効果的な予算

執行を図られたい。
　最後に、令和５年度においては財政健全化判断比率の将来負担比率もなしとなったが、引き続き、
将来の人口を見据えた財政健全化と中長期的な公共施設管理計画に基づく適切な財政管理を望む。

学校給食費無償化

5555万円

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
９
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
の
12
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
５
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
、
な
ら
び
に
補
正
予
算
を
審
議
し
ま

し
た
。

認定令和５年度　一般会計・特別会計総額 99億2119万円

遠藤 剛 代表監査委員

監査委員報告監査委員報告

アフターコロナ 町政発展と町民福祉の向上町政発展と町民福祉の向上
行政サービスの充実へ行政サービスの充実へ

ふるさと応援事業　令和５年度
ふるさと納税額（企業版含む）

空き家対策に
（解体補助）

健康延伸展開事業
（各種教室開催など）に

5億6039万円

玉虫沼湖畔公園遊歩道整備などに

50万円

553万円

子育て支援
医療給付に

7077万円

令和５年度
主な

重点事業

会計別決算明細
項　　　目 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 71億2529万8606円 68億8888万4575円

特別会計

国民健康保険 13億5610万3591円 13億3885万9906円

介 護 保 険 15億8058万  611円 15億1161万4929円

後期高齢者医療 1億8350万2412円 1億8183万6412円

計 31億2018万6614円 30億3231万1247円

合　　計 102億4548万5220円 99億2119万5822円

公営企業会計決算
項　　　目 収益的収入 収益的支出

簡易水道事業会計 2440万5770円 3657万6029円

公共下水道事業会計 3億5528万4816円 3億5363万5490円

農業担い手
育成支援に

1358万円

313万円

※ Plan（計画）・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）、この４つを繰り返すことにより継続的に改善していく手法のこと

町の安寧を守る消防団

健康寿命をのばそう

消防関係
消防団員装備改善に 107万円
小型動力ポンプ購入に 　263万円
消防事務委託に 2億6310万円

2やまのべ議会だより3 やまのべ議会だより 2024vol.126 2024vol.126



どう使われましたか？どう使われましたか？ Q＆AQ＆A
町民の生活を支える予算町民の生活を支える予算 決算特別委員会決算特別委員会チェック

Q
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

A
「
山
辺
町
の
未
来

を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
特
設
サ
イ
ト

構
築
を
業
者
に
委
託
。
学

校
や
町
の
企
業
と
連
携
し

な
が
ら
町
の
紹
介
を
随
時

更
新
し
て
い
く
。

（
美
力
発
信
課
）

Q
い
じ
め
の
認
知
件

数
と
対
策
は
。

A
い
じ
め

の
認
知

件
数
は
小
学
校

１
８
４
件
、
中

学
校
35
件
。
令

和
４
年
度
と
比

較
し
て
微
増
で

あ
る
。

　
具
体
的
な
対

策
の
一
つ
と
し

て
は
、
心
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
中

学
校
で
は
年
４

回
、
小
学
校
で
は
年
２
回

実
施
し
、
地
域
の
方
々
に

も
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
か
ら
の
情
報
を
発

信
し
て
い
る
。（
教
育
課
）

Q
安
達
峰
一
郎
博
士

の
生
家
の
屋
根
は

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

A
文
化
財
保
護
審
議

会
に
て
現
状
な
ど

説
明
し
た
。
茅
葺
職
人
が

少
な
く
、
見
つ
か
ら
な
け

れ
ば
ト
タ
ン
や
銅
板
で
も

致
し
方
な
い
と
の
意
見
も

伺
っ
て
い
る
。（
教
育
課
）

第
１
分
科
会

第
２
分
科
会

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
保
有
率

を
伸
ば
す
対
策
は
。

A
交
付
数
率
は
令
和

５
年
３
月
末
で

66
・
１
％
。
令
和
６
年
８

月
末
で
77
・
５
％
。
保
有

率
を
伸
ば
す
た
め
に
、
高

齢
者
へ
の
わ
か
り
や
す
い

呼
び
か
け
と
安
全
性
の
周

知
に
努
め
る
。

（
町
民
生
活
課
）

Q
猫
避
妊
・
去
勢
の

趣
旨
と
内
容
は
。

A
本
来
の
趣
旨
は
野

良
猫
を
増
や
さ
な

い
こ
と
。
趣
旨
に
賛
同
し

た
方
か
ら
協
力
と
負
担
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
飼
い

猫
は
飼
い
主
の
自
費
と
な

る
が
、
同
一
年
度
に
１
回

一
定
の
補
助
が
あ
る
。

（
町
民
生
活
課
）

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
登
録
者
数
に

対
し
先
生
（
支
援
員
）
は

不
足
し
て
い
な
い

か
。A

登
録
者
は

２
１
１
名

（
長
期
休
暇
利
用

者
含
み
）
に
対
し
、

先
生
（
支
援
員
な

ど
）
は
基
準
の
８

名
以
上
を
配
置
し

て
い
る
。
施
設
が

募
集
し
て
い
る
が

応
募
が
な
く
、
事

業
拡
大
に
苦
慮
し

て
い
る
。

（
保
健
福
祉
課
）

Q
健
康
延
伸
事
業
で
、

運
動
器
具
の
更

新
、
運
動
教
室
の
内
容
刷

新
、
水
中
運
動
の
再
開
は
。

A
運
動
器
具
は
高
価

で
あ
り
、
ま
だ
使

用
で
き
る
の
で
考
え
て
い

な
い
。
教
室
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休

止
し
て
い
た
水
中
運
動
再

開
も
含
め
て
検
討
し
て
い

く
。

（
保
健
福
祉
課
）

Q
有
害
鳥
獣
対
策
で
、

捕
獲
数
、
自
治
体

間
の
捕
獲
手
数
料
の
ば
ら

つ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
。

A
５
年
度
の
捕
獲
数

は
、
64
頭
で
す
べ

て
イ
ノ
シ
シ
。
捕
獲
手
数

料
は
、
近
隣
市
町
で
国
の

制
度
を
利
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
当
町
に
は

な
じ
ま
な
い
と
猟
友
会
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。
今
後

検
討
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ

い
て
は
、
最
新
の
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
い
る
方
と

の
情
報
共
有
を
お
願
い
し

て
い
る
。

（
産
業
課
）

Q
か
お
り
の
広
場
の

今
後
の
活
用
は
。

A
今
年
度
同
様
摘
み

取
り
が
で
き
る
か

模
索
中
。
ま
ず
は
ラ
ベ
ン

ダ
ー
園
の
管
理
を
し
っ
か

り
す
る
。
そ
の
先
は
ま
だ

方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な

い
。
（
産
業
課
）

Q
農
業
経
営

基
盤
強
化

促
進
法
で
の
地
域

計
画
作
成
の
進
捗

状
況
は
。

A
地
域
計
画

は
、
農
地

の
現
状
と
今
後
の

活
用
方
法
、
意
識

の
共
有
が
メ
イ
ン

で
あ
り
、
計
画
と

目
標
地
図
を
作
成

し
、
６
年
度
末
ま

総
務
課
・
防
災
対
策
課
・
政
策
推
進
課
・
美
力
発
信
課

税
務
課
・
会
計
課
・
教
育
委
員
会
教
育
課
・
議
会
事
務
局

町
民
生
活
課
・
保
健
福
祉
課
・
産
業
課

農
業
委
員
会
・
建
設
課

Q
今
後
の
各
種
基
金

の
積
極
的
活
用
は
。

A
学
校
建
設
基
金
と

公
共
施
設
な
ど
の

整
備
基
金
は
、
い
ず
れ
も

老
朽
化
を
見
据
え
た
も
の

で
あ
り
、
ま
す
ま
す
の
積

み
増
し
が
必
要
で
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
な
ど
は
災

害
や
感
染
症
の
対
策
費
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

（
総
務
課
）

Q
時
代
に
即
し
た
防

災
放
送
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

A
防
災
放
送
が
聞
こ

え
に
く
い
と
の
声

は
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
ル
設
定

し
て
い
る
電
話
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と
で
防
災

放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
が
、
防
災
放
送
設
備
は

老
朽
化
し
て
い
る
の
で
今

後
に
向
け
て
検
討
し
て
い

く
。

（
防
災
対
策
課
）

Q
男
女
共
同
参

画
事
業
の
内

容
は
。A

令
和
５
年
度

男
女
共
同
参

画
状
況
調
書
の
作
成

や
、
推
進
本
部
幹
事

会
、
推
進
委
員
会
を

開
催
し
た
。
６
月
の

推
進
月
間
に
は
庁
舎

ロ
ビ
ー
で
パ
ネ
ル
展

示
を
、
ま
た
11
月
に

は
独
自
講
座
を
開
催

し
た
。（政

策
推
進
課
）

Q
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
ど
の
よ
う

な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。

A
寄
附
者
の
希
望
に

沿
っ
て
、
主
に
子

育
て
支
援
医
療
給
付
事
業
、

ひ
と
り
親
家
庭
、
医
療
給

付
事
業
な
ど
に
活
用
し
て

い
る
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

（
美
力
発
信
課
）

総務文教厚生産業

Q
エ
フ
エ
ム
山
形
、

美
力
発
信
番
組
の

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後

の
展
望
は
。

A
視
聴
者
か
ら
は
、

山
辺
町
の
良
さ
を

再
発
見
し
た
と
い
う
声
も

多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
幅
広
く
出
演

者
を
紹
介
し
て
い
く
。

（
美
力
発
信
課
）

で
に
計
画
完
成
と
な
る
。

（
農
業
委
員
会
）

Q
児
童
遊
園
の
現
状

と
今
後
の
在
り
方

は
。A

利
用
は
少
な
い
。

管
理
は
地
区
の
方

に
協
力
依
頼
を
し
て
い
る
。

今
後
は
地
区
に
呼
び
か
け
、

同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
公
園

の
集
約
・
廃
止
も
検
討
し

て
い
く
。

（
建
設
課
）

　９月11日に、議長を除く全議員が所属する決算特別委員
会が設置され、委員長に樋口和男議員、副委員長に武田啓
一郎議員を選出しました。12日、13日は第一分科会(総務
文教関係)、17日、18日は第二分科会(厚生産業関係)の審
査を行い、20日の本会議にて全員一致で認定しました。

児童クラブ支援員によるきめ細やかな配慮

美しい田園風景をいつまでも

収録中の動画もSNSで配信

少しの思いやりでみんな仲良く
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アイデアやご意見をお聞かせください。
地域の集まり、子ども育成会、会社、各種団体など、

少ない人数でもOKです。
土日、夜でも大丈夫。

ご指定いただいた会場に、こちらから伺います。

まちづくりについて
地域のあんなことこんなこと
議員と話してみませんか

お申し込みは、お近くの議員まで気軽に申し付けください。

まちづくりは、ちょっとしたアイデアから生まれます！
実際に議会を行う議場で、あなたの思いを気軽に話してみませんか
議会の雰囲気を味わいながら、山辺町の未来を語り合いましょう

おじゃまします！

まちづくりについて

出 前 議 会出 前 議 会
日時：７月12日㈮ 午前10時
会場：山辺町役場３階議場

テーマ
「ずっと暮らしたいまちにするためには」

第14回 議会報告会開催のお知らせ

未来を話す会未来を話す会

主
な
補
正
内
容

　
○
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
に

　
４
７
６
１
万
円
の
増

　
○
衆
議
院
議
員
選
挙
に

１
０
７
８
万
円
の
増

第３回定例会
９月９日～９月20日議案審議議案審議安全・安心な

まちづくりを目指して
令和６年度山辺町一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ３億9817万円を追加し
　　総額69億1751万円に

○ふるさと応援事業……………………………………… ３億5702万円の増
○福祉灯油購入費助成扶助費………………………………………340万円の増
○さくらんぼ高温被害支援事業…………………………………3000万円の増
○除雪事業………………… 3137万円の増
○町立小中学校給食費負担金
……………………………… 539万円の増
○中央および北部、近江公民館の工事請負費
……………………………… 245万円の増

主な補正内容

令和６年度　山辺町一般会計補正予算

条
例
の
制
定

○
山
辺
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
制
定
（
令
和
６

年
10
月
１
日
施
行
）

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
が
受

け
た
被
害
者
の
早
期
回
復

お
よ
び
軽
減
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
。

条
例
改
正
と
規
則

の
変
更

○
山
辺
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

○
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
規
約
の
一
部

変
更

　

令
和
６
年
12
月
２
日
よ

り
被
保
険
者
証
な
ど
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
変

更
す
る
も
の
。

人
事
案
件

山
辺
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

大
通
雄
治
氏
（
山
辺
）

高温被害によりサクランボの双子果が増加した

特別会計補正予算特別会計補正予算
会　計　名 予　算　増　減 総　　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  396 万円の減 13億 9167万円
介 護 保 険 特 別 会 計 7234 万円の増 17億   316 万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 156 万円の増 2億 1659万円

公営企業会計補正予算公営企業会計補正予算
会　計　名 予　算　増　減 総　　額

公共下水道会計
（資本的収入） 300 万円の増 1億 9861万円
（資本的支出） 320 万円の増 3億 1846万円

※事業実績見込みによります。

請願２号

請願３号

請 願 名 学校給食無償を国の施策とすることを求める請願について
請 願 者 山辺町革新懇話会（準備会）　峯田　博
趣 旨 ※前回号（№ 125）をご覧ください
紹介議員 日野　一春 結 果 継続審査後　　採択

請 願 名 パレスチナ・ガザ地区の即時停戦に向けた外交努力を求める請願について
請 願 者 山辺町革新懇話会（準備会）　峯田　博
趣 旨 国際社会と協調しながら、ガザ地区の停戦の実現に向けて一層の外交努力を払うことを

政府に求めるものです。
紹介議員 日野　一春 結 果 不採択

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
３
８
万
円

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
３
８
万
円

を
追
加
し　

を
追
加
し　

総
額
総
額
6969
億
７
５
８
９
万
円
に

億
７
５
８
９
万
円
に

令和６年10月７日

第２回臨時会
第
２
回
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
２
回
臨
時
会
が
10
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

不採択理由： 外交問題は地方議会で決議する場として適するとは考えにくいため

議 会 用 語
これって
　なぁに

？

一
いっ
般
ぱん
質
しつ
問
もん

　議案と関係なく町政全般につい
て、執行機関に事務の執行状況や
方針などの報告や説明を求めたり、
疑問をただしたりすることをいい
ます。

政
せい
策
さく
提
てい
言
げん
書
しょ

　議会が将来の山辺町の政策に対
する立案を行い、その意思を文章
にまとめたものです。取りまとめた
提言書を町長に提出し政策の実現
を目指します。
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９月の定例議会では、４名の議員が一般質問を行いました。

町政町政ののここここははどうする？どうする？
　一般質問は、議員が町の行財政や将来に対する考え方などを問い、適切な町政運営を進め
ているかチェックするものです。山辺町議会では、年４回の定例会で議員が一般質問をして
います。

一般質問
町ホームページ
山辺町議会内で
議会中継を
発信中!!

※ 一般質問は、一問一答方式ですが、
紙面の関係で主な質問と答弁を要約
して掲載しています。

村山　幸一　　　　　　　　変動する時代
　　　　　　　　　　　　　新たな視点で「行財政改革」を

行財政改革

日野　一春　　　　　　　　町職員の雇用について町職員の雇用

三浦　正好　　　　　　　　豪雨災害と防災マップ災害の少ない町

鈴木　誠也　　　　　　　　財源確保と町活性化
　　　　　　　　　　　　　新しい取り組みなどを

財源確保

定例会のお知らせ

次回の定例会は12月です。
傍聴については、町ホームページを
ご覧ください。
電話 023-667-1117（議会事務局）

質問

最
近
の
物
価
上
昇
に

よ
り
施
設
管
理
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の

で
な
い
か
。「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
個
別
計
画
」
の

年
度
ご
と
の
検
証
や
積
算

見
直
し
が
必
要
で
は
。

答弁

当
計
画
は
、
総
合
的

か
つ
中
長
期
的
な
計

画
で
あ
り
、
年
度
ご
と
の

検
証
、
見
直
し
の
予
定
は

な
い
が
、
進
捗
状
況
を
注

視
し
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
の
検
討
を
し
て
い
く
。

質問

現
在
、
未
利
用
の
旧

校
舎
（
山
辺
中
・
作

谷
沢
小
中
）
の
管
理
状
況

や
再
運
用
の
考
え
は
。

答弁

定
期
的
に
見
回
り
管

理
し
て
い
る
。
再
運

用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

方
々
の
意
向
を
踏
ま
え
つ

つ
、
民
間
の
力
を
借
り
る

な
ど
、
町
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
向
性
か
ら
検
討
し
て

い
く
。

質問

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
行

政
事
務
の
効
率
化
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
る
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
化
」

の
推
進
に
向
け
た
計
画
を
、

作
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答弁
「
山
辺
町
Ｄ
Ｘ
推
進

ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）」

の
年
度
内
策
定
に
向
け
、

作
業
を
行
っ
て
い
る
。

質問

行
財
政
改
革
を
進
め

る
に
は
、
職
員
の
資

質
向
上
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
が
必
要
。

職
員
の
人
材
育
成
強
化
に

対
す
る
考
え
は
。

答弁

人
材
育
成
基
本
方
針

で
あ
る「
熱
意
を
持
っ

て
、
物
事
を
粘
り
強
く
や

り
遂
げ
る
職
員
」「
気
づ

き
を
大
事
に
、
経
営
感
覚

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た

職
員
」「
自
分
で
自
分
を

育
む
創
造
型
人
材
育
成
に

取
り
組
む
職
員
」
に
な
る

こ
と
を
、
全
職
員
が
一
丸

と
な
って
目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
図
り
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

行財政
改革

新
た
な
視
点
で「

行
財
政
改
革
」
を

（
町
長
）
切
れ
目
な
い
継
続
的
な
行

財
政
改
革
に
取
り
組
む

村山　幸一

新たな視点で行財政改革を。
―老朽した旧山辺中校舎―　

質問

町
職
員
の
定
数
は
。

会
計
年
度
任
用
職
員

の
人
数
は
。

答弁

条
例
上
で
の
定
数
は

１
４
７
人
。令
和
６
年

度
は
１
２
４
人
。会
計
年
度

任
用
職
員
は
80
人
程
度
。

質問

労
働
力
不
足
が
顕
著

に
あ
ら
わ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
影
響
を
及
ぼ

す
２
０
２
４
年
問
題
が
報

道
さ
れ
昨
今
は
政
府
機
関

の
官
僚
職
に
優
秀
な
人
材

が
集
ま
ら
な
い
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。
町
は
労
働
力
不

足
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
技

能
を
要
す
る
会
計
年
度
任

用
職
員
の
募
集
は
あ
る
か
。

答弁

業
務
量
は
増
大
し
て

い
る
が
、
職
員
を
増

や
す
こ
と
は
困
難
。
免
許

や
資
格
が
必
要
な
教
育
保

育
士
、看
護
師
、保
健
師
、

質問

過
去
の
水
害
で
も
土

砂
災
害
が
発
生
し
て

い
な
い
大
寺
地
区
、
山
辺

地
区
、
相
模
地
区
の
西
山

に
あ
る
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答弁

県
が
土
砂
災
害
警
戒

区
域
な
ど
に
指
定
し

て
い
る
区
域
に
つ
い
て
は
、

町
は
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
て
周
知
を
行
う
。
地
域

住
民
に
対
し
て
災
害
時
の

避
難
行
動
の
準
備
な
ど
を

し
っ
か
り
促
し
て
い
く
。

質問

土
砂
災
害
警
戒
区
域

で
は
あ
る
が
、
災
害

が
発
生
し
た
こ
と
が
な
い

地
域
に
あ
る
土
地
の
固
定

資
産
税
を
減
免
す
る
考
え

は
。

司
書
な
ど
を
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
募
集
し
て

い
る
。

質問

職
員
の
募
集
と
採
用

の
実
状
は
。

答弁

令
和
５
年
度
初
級
受

験
者
は
16
人
で
１
人

採
用
、
上
級
受
験
者
は
20

人
で
３
人
採
用
、
保
健
師

受
験
者
は
１
人
で
１
人
採

用
。
全
国
的
に
公
務
員
受

験
者
は
減
少
傾
向
で
、
近

隣
自
治
体
で
も
悩
み
を
抱

え
て
い
る
が
、
当
町
で
は

受
験
者
の
確
保
が
で
き
て

い
る
。

質問

会
計
年
度
任
用
職
員

の
公
募
と
応
募
の
方

法
は
。

答弁

登
録
募
集
を
町
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

行
い
、
登
録
し
た
方
か
ら

答弁

土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
は
、
制
限
な
ど

か
ら
固
定
資
産
評
価
を
減

ず
る
補
正
を
行
っ
て
い
る

が
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
つ
い
て
は
公
平
性
な
ど

の
観
点
か
ら
減
免
の
考
え

は
な
い
。

質問

土
砂
災
害
は
一
概
に

高
さ
と
勾
配
で
決
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
町

民
の
財
産
の
価
値
を
著
し

く
下
げ
る
し
火
災
保
険
料

も
違
う
。
土
質
調
査
を
し

て
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
を
決

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答弁

法
律
上
、
土
質

の
調
査
を
新
た

に
行
っ
た
と
し
て
も

土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
変
更
は
し
な
い
。

　
一
方
で
区
域
の
指

定
は
、
場
所
の
環
境

町職員の
雇用

災害の
少ない町

町
職
員
雇
用
の

現
状
を
う
か
が
う

豪
雨
災
害
と
防
災
マ
ッ
プ
は

（
町
長
）
保
育
士
の
応
募
が
少
な
い

日野　一春

（
町
長
）
防
災
マ
ッ
プ
の
改
定
を
検

討
し
て
い
る

三浦　正好

選
考
す
る
。
保
育
士
の
よ

う
に
登
録
が
少
な
い
場
合

は
、
ハロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し

幅
広
く
募
集
し
て
い
る
。

質問

会
計
年
度
任
用
職
員

継
続
雇
用
の
割
合
は
。

何
年
以
上
の
継
続
は
で
き

な
い
な
ど
の
縛
り
が
あ
る

か
。

答弁

毎
年
採
用
と
失
職
を

繰
り
返
す
制
度
で
あ

り
、
前
任
用
者
を
優
先
す

る
こ
と
は
で
き
ず
公
平
に

審
査
す
る
。
た
だ
し
、
勤

務
成
績
を
加
味
す
る
こ
と

は
可
能
。
優
秀
な
職
員
は

町
の
財
産
で
あ
り
欠
か
せ

な
い
人
材
。
再
度
の
任
用

を
行
い
た
い
。
継
続
し
て

い
る
割
合
は
９
割
、
な
お

勤
続
年
数
に
よ
る
制
限
は

な
い
。

や
状
態
を
汲
み
取
っ
て
判

断
す
る
こ
と
を
県
へ
求
め

て
い
く
。

質問

土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
土
地
を
寄
付
す
る

と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

ら
受
け
る
の
か
。

答弁

管
理
に
係
る
経
費
な

ど
を
鑑
み
、
原
則
受

け
な
い
。　

質問

令
和
２
年
の
大
雨
が

あ
と
一
時
間
降
り
続

い
た
時
の
予
想
内
水
氾
濫

地
域
を
表
示
で
き
な
い
か
。

答弁

一
時
間
後
の
予
想
内

水
氾
濫
は
出
来
な
い

が
、
令
和
２
年
の
内
水
氾

濫
地
域
は
、
来
年
の
改
定

予
定
版
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
検
討
す
る
。

防災マップで安全確認を

役場庁舎
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新しい町への挑戦 質問

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
の
拡
大
策
と
し
て
、

体
験
型
の
返
礼
品
選
択
の

す
そ
野
を
広
げ
て
は
ど
う

か
。

答弁

現
在
施
設
利
用
券
や

食
事
券
な
ど
28
品
目

の
登
録
。
令
和
２
年
度
よ

り
取
り
組
み
を
強
化
。
選

ば
れ
る
返
礼
品
の
開
発
に

取
り
組
む
。

質問

行
政
が
先
頭
に
立
ち

開
発
の
推
進
強
化
、

農
家
の
方
や
企
業
の
発
掘

支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

答弁

事
業
者
訪
問
を
実
施

し
、
新
た
な
情
報
交

換
や
登
録
の
推
進
を
し
て

い
る
。

質問

他
市
町
村
の
体
験
型

の
返
礼
品
の
分
析
、

調
査
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答弁

他
市
町
村
の
返
礼
品

ニ
ー
ズ
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
事
業
を
進
め
て
い

る
。

質問

役
場
職
員
の
ス
キ
ル

経
験
を
結
集
し
、
町

の
未
来
の
た
め
に
企
業
誘

致
創
出
策
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

答弁

企
業
誘
致
に
は
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

質問

島
根
県
海あ

士ま

町
の
身

を
削
る
行
政
改
革
、

我
が
町
も
危
機
感
を
感
じ

改
革
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

答弁

海
士
町
に
は
視
察
も

し
て
い
る
。

　
行
政
改
革
は
同
じ
志
の

も
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

質問

企
業
誘
致
創
出
の
た

め
、
職
員
の
垣
根
を

超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
は

ど
う
か
。

答弁

貴
重
な
ご
意
見
と
し

て
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
て
い
く
。

質問

町
の
大
自
然
を
宝
と

し
て
活
用
し
て
い
く

構
想
を
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

答弁

県
民
の
森
の
再
整
備

は
、
県
に
予
算
要
望

を
し
て
い
る
が
事
業
化
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　
玉
虫
湖
畔
地
域
の
再
生

整
備
は
新
た
な
防
護
柵
を

設
置
し
て
い
る
。
新
た
な

施
設
の
整
備
は
、
考
え
て

い
な
い
。

財源確保

財
源
確
保
と
町
活
性
化
に

新
し
い
取
り
組
み
を

（
町
長
）
第
５
次
山
辺
総
合
計
画
を

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く

鈴木　誠也

玉虫湖畔遊歩道の防護柵

議
会
が「
政
策
提
言
書
」を
提
出

　
町
の
政
策
が
発
展
的
、
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
常
任
委
員
会
で
議
論

し
検
討
し
て
き
た
政
策
の
方
向
性
を
「
提
言
書
」
に
取
り
ま
と
め
、
10
月
15
日

神
保
議
長
か
ら
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

８
．
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
農

地
荒
廃
の
対
策
と
し
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
用
や
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
に
よ
る
農
業
振
興
を
。

９
．
町
内
道
路
の
交
通
量
や
危
険
度
を

考
慮
し
、
県
と
の
連
携
を
は
か
り
、

中
長
期
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
の

確
実
な
実
施
を
。

（
提
言
書
に
則
し
、
わ
か
り
や
す
い
文
言
に

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

１
．
大
規
模
災
害
な
ど
の
不
測
の
事
態

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
基
金
活
用
に
よ
る
新
た
な
事
業

施
策
の
展
開
を
。

２
．「
山
辺
フ
ァ
ン
」
拡
大
の
た
め
に
、

さ
ら
な
る
返
礼
品
の
魅
力
と
発
掘
を
。

３
．
甚
大
な
自
然
災
害
に
備
え
、
自
ら

の
命
を
守
る
災
害
対
応
の
備
え
へ
の

啓
発
と
相
互
援
助
の
醸
成
を
。

４
．
人
口
減
少
や
地
域
関
係
の
希
薄
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
効
果

の
あ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
。

５
．
社
会
活
動
の
根
幹
で
あ
る
公
民
館

活
動
に
対
し
、
積
極
的
な
支
援
を
。

６
．
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
た
ち
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
お
け
る
利
便
性

を
共
有
し
な
が
ら
、
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
対
応
を
。

７
．
シ
ニ
ア
世
代
が
心
身
の
健
康
を
保

ち
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
魅
力
的
な
事
業
展
開
を
。

　
東
京
山
辺
会
総
会
が
、
東
京
消
防
庁
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
に

て
６
月
23
日
に
開
か
れ
、
安
達
町
長
と
と
も
に
、
佐
藤
利
和

議
員
と
竹
俣
朋
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
稲
村
三
夫
会
長
か
ら
の
ご
挨
拶
の
あ
と
懇
親
会
が
ス
タ
ー

ト
。
毎
年
恒
例
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
る

と
、
そ
の
大
き
さ
と
甘
さ
に
み
ん
な
う
っ
と
り
。
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
集
え
ば
心
は
す
ぐ
に
ふ
る
さ
と
山
辺
へ
。
ま
た

元
気
に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

集
う
心
は
ふ
る
さ
と
山
辺
へ

東
京
山
辺
会

今年も笑顔で再会

　
中
山
間
地
域
に
あ
る
、
玉
虫
沼
湖
畔
遊
歩

道
と
湖
畔
荘
跡
地
お
よ
び
か
お
り
の
広
場
へ
、

６
月
28
日
に
行
政
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
玉
虫
湖
畔
遊
歩
道
の
防
護
柵
整
備
は
、
地

域
住
民
お
よ
び
観
光
客
の
安
全
性
や
快
適
さ

を
向
上
さ
せ
る
重
要
な
施
策
で
す
。
遊
歩
道

に
設
置
さ
れ
た
柵
は
、
湖
畔
の
美
し
い
景
観

を
保
ち
な
が
ら
も
、
安
全
な
散
策
を
提

供
し
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者

が
安
心
し
て
湖
畔
を
散
策
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
玉
虫
湖
畔
荘
跡
地
は
そ
の
後
手
つ
か

ず
の
状
態
で
す
が
、
玉
虫
沼
周
辺
の
魅

力
が
一
層
高
ま
る
よ
う
、
核
と
な
る
施

設
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
や
観
光
客
の

誘
客
に
つ
な
が
る
施
策
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

　
か
お
り
の
広
場
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
は
、

訪
れ
る
人
々
に
四
季
折
々
の
美
し
い
風

景
を
提
供
し
、
地
域
の
観
光
資
源
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
香
り
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を

も
た
ら
し
、
来
訪
者
に
癒
し
の
ひ
と
と

き
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
植
栽
も
温
暖
化
に
よ
り
苦
労

し
て
い
る
現
状
で
す
が
、
地
域
の
景
観

改
善
と
環
境
保
全
に
も
寄
与
し
て
お
り
、
観

光
振
興
に
加
え
て
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
も

意
義
深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
地
が
自
然
豊
か
な
わ
が
町
の
観
光
の

拠
点
と
な
る
よ
う
、
今
後
の
整
備
、
有
効
活

用
な
ど
に
期
待
し
つ
つ
、
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

玉
虫
沼
周
辺
を
観
光
拠
点
に

厚
生
産
業
常
任
委
員
会
行
政
視
察

玉虫湖畔遊歩道防護柵の現状をつぶさにチェック

より良いまちづくりのために
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新しい町への挑戦

助川海防城跡で説明を受ける

　
山
辺
町
と
友
好
都
市
提
携
20
周
年
を
迎

え
た
日
立
市
へ
９
月
26
日
〜
27
日
、
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
立
市
の
小
川
春
樹
市
長
の
手
厚
い
歓

迎
か
ら
始
ま
り
、「
議
会
の
活
性
化
（
議

会
報
告
会
・
政
策
提
言
）
に
つ
い
て
」
の

取
り
組
み
を
日
立
市
議
会
白
石
敦
副
議

長
と
堀
江
紀
和
議
会
運
営
副
委
員
長
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
他
、
担
い
手

育
成
に
つ
い
て
「
茂
宮
か
ぼ
ち
ゃ
塾
」
の

説
明
を
受
け
、
ど
ち
ら
も
質
疑
応
答
の
飛

び
交
う
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
山
野
邊
家
墓
所
、
助
川
海
防

城
跡
を
視
察
し
、
日
立
市
と
山
辺
町
の
歴

史
の
絆
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
、
議
会
活
性
化
や
政
策

提
言
に
関
し
て
各
委
員
会
で
テ
ー
マ
を
決

め
、
関
係
団
体
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
政

策
提
言
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
山
辺
町
議
会

に
も
大
変
参
考
に
な
る
取
り
組
み
を
学
び

ま
し
た
。
こ
の
度
の
行
政
視
察
研
修
で
得

た
も
の
を
必
ず
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
人
々
の
笑
顔
と
優
し
さ
、
お

も
て
な
し
の
心
を
日
立
市
の
職
員
の
方
々

に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も

人
々
を
お
迎
え
す
る
心
を
大
切
に
、「
人

の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
町
、
山
辺
」

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
の
広
報

研
修
会
（
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
７
月
16
日
に
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
で

行
わ
れ
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
５
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
長
岡
光
弘
氏
で
、「
紙
面
表

現
の
基
本
等
の
講
演
」
と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
各
議
会
だ

よ
り
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
紙
の
特
性
と
し
て
は

１　
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
る

２　
手
に
取
っ
て
じ
っ
く
り
と
読
め

る
・
見
ら
れ
る

３　
複
数
の
紙
面
を
活
用
し
情
報
ロ

ジ
ッ
ク
の
構
成
が
図
ら
れ
る

４　
記
録
紙
・
保
存
機
能
が
あ
る

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
生
か
す
重
要

性
を
学
び
ま
し
た
。

　
や
ま
の
べ
議
会
だ
よ
り
は
、
題
字
の

大
き
さ
も
見
や
す
く
、
デ
ザ
イ
ン
や

色
彩
の
構
成
も
よ
く
で
き
て
い
る
。
ま

た
、
季
節
感
も
感
じ
ら
れ
る
と
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一

般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
余
白
を
広

げ
て
見
や
す
く
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
と
の
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は

　
・
内
容
を
分
か
り
や
す
く
明
確
に

　
・
見
や
す
く
読
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り

を
こ
こ
ろ
が
け
、
発
行
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
意
見
な

ど
も
掲
載
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
山
辺
町
ふ
る
さ
と
資
料
館
創
立
30

周
年
記
念
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
９
月
28
日
、
資
料
館
前
駐
車
場

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
約
１
８
０
人
が
来
場
し
、
神

保
議
長
は
じ
め
町
議
員
も
臨
席
し
、

創
立
30
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
や
ま
の
べ
太
鼓

鶴
陵
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
山
辺
中
学

校
音
楽
部
に
よ
る
合
唱
、CRO

W
N
 

Cheer &
 D
ance Team

に
よ
る

チ
ア
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
と

し
て
、津
軽
三
味
線「
高
橋
兄
弟
」

の
ラ
イ
ブ
演
奏
が
あ
り
、
重
厚

で
力
強
い
音
色
に
多
く
の
聴
衆

が
魅
了
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

新
目
巌
ふ
る
さ
と
資
料
館

館
長
は
、
記
念
展
開
催
に
あ
た

り
「
多
く
の
フ
ァ
ン
に
支
え
ら

れ
、
創
立
30
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
ら
れ
た
。
ぜ
ひ
来
場
し
て

町
の
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
な
お
、

記
念
展
に
は
ふ
る
さ
と
資
料
館

の
秘
蔵
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
来

場
者
は
貴
重
な
収
蔵
品
に
目
を
見
張

り
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
町
民
が
「
ふ

る
さ
と
資
料
館
」、
ま
た
隣
接
す
る
ふ

る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
が
ら
っ

し
ゃ
い
」
に
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
町

の
文
化
、
歴
史
、
観
光
に
親
し
ん
で

い
た
だ
き
、
町
民
の
学
び
の
場
、
ふ

れ
あ
い
の
場
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

県
村
山
総
合
支
庁
建
設
部
道
路

課
長
鈴
木
信
康
氏
と
道
路
整
備
主

査
深
瀬
賢
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、

７
月
23
日
、
中
山
町
野
球
場
南
か

ら
上
宿
方
面
に
向
か
っ
て
現
地
調

査
を
し
、
そ
の
後
役
場
内
に
て
現

在
の
進
捗
状
況
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

将
来
、
国
道
４
５
８

号
と
な
る
山
形
朝
日
線

の
大
寺
地
内
か
ら
上
宿

方
面
は
、
現
在
拡
幅
工

事
に
向
け
発
掘
調
査
な

ど
を
含
め
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
道
路

を
拡
幅
し
歩
道
が
設
置

さ
れ
れ
ば
、
生
徒
児
童

の
登
下
校
時
の
通
学
路

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全

を
守
る
た
め
、
い
ち
早

い
完
成
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
４
５

８
号
線
、
大
塚
地
内
の

拡
幅
工
事
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
町
と

共
に
県
に
対
す
る
重
要
事
業
要
望

事
項
と
し
て
、
今
後
も
事
業
促
進

を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

歴
史
に
学
ぶ
日
立
市
と
山
辺
町
の
交
流

町
民
に
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を

伝
統
を
引
継
ぎ
な
が
ら
も
新
た
な
挑
戦
を

よ
う
や
く
目
に
見
え
る
形
に

議
員
行
政
視
察

県
町
村
議
会
広
報
研
修

ふ
る
さ
と
資
料
館
創
立
30
周
年

国
道
４
５
８
号
改
良
促
進
特
別
委
員
会

拡幅工事が進む山形朝日線オープニングを祝う山辺中学校音楽部の皆さん

日立市庁舎内で議会活性化の研修を受ける
さらに見やすい議会だよりを

町の財産を生かし町の財産を生かし
 うるおうまちづくり うるおうまちづくり
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ご参加いただきありがとうございました

第14回議会報告会
テーマ「ずっと暮らしたいまちにするには」

未未 来来 をを 話話 すす 会会 　未来を話す会（議会報告会）を７月12日午前10時から開催いたしました。今回は初めての試
みで、役場庁舎内の本会議場を会場にして、心地よい緊張感の中、37名の町民の方から貴重な
ご意見やご提案をいただきました。
　皆さまから寄せられた声を参考にしながら、各委員会で議論し、見える議会・開かれた議会
を実現してまいります。

発言のほかに、ご記入いただいた意見要望がありました

①羽前山辺駅を、児童生徒の作成パネル掲示や発表会などで、充実させたらどうか
②放課後児童クラブの支援員が不足し、受け入れを断らざるを得ない
③旧大寺小の利用法を知りたい
④役場にあるシンボルの鐘を全町域に流せないだろうか
⑤チャドクガの発生で被害が出ているが、町の対策は
⑥山辺小の体育館床にワックスをかけて欲しい
⑦高温障害で農家は大打撃を受けているが対応は

高齢者の社会参加
Ｑ： 高齢者が自動車運転免許証を自主返納した後の対策は。コミュニティバスを有効
に利用するにも時間帯などが問題だと思うが。

Ａ： 対策として、無料券の期限延長や常時無料を町に要望してきましたが、実現には
至っていません。来年度からは平野部でもデマンド化されますので、利用しやす
くなると思います。岸部　　滋さん

（山辺町老人クラブ連合会）

地域福祉
Ｑ： 町には障がい者のグループホームがない。早期の整備が必要では。
Ａ： 予算面、立地条件、さまざまな条件をクリアするためには、難
問が待ち構えていると思いますが、議会としても、町に働きか
けて、一日も早く実現できるよう取り組んでいきます。

吉田美智子さん
（山辺町手をつなぐ育成会）

議会運営
Ｑ： 議会の一般質問は、政策提言型でなければだめだと思うがいかがか。
Ａ： 「町の将来像に対して何が大切なのか」を議員の視点として考え、各議員が活動をし、
その中から一般質問をしています。政策提言型の一般質問と同時に、身近な事柄も大
きな課題でありますので、各議員が自らの資質を高め、議会運営していきます。

渡辺　進一さん
（一般参加者）

観光振興
Ｑ： 町の財政を潤すような観光資源をフル活用すべき。町には多
くの観光地は原石で磨かれていない。町外の方に足を運んで
いただけるような観光整備を。

Ａ： 町では「観光振興計画」に基づき、新しい課の創設、情報発
信の強化、地域おこし協力隊募集などしています。町、議会、
町民が一体となって望ましい観光のあり方を考えていきます。 中谷美智子さん

（一般参加者）

防災対策
Ｑ： 地震による家屋倒壊、河川氾濫による屋内浸水が発生すると、避難所生活が長期
化する。避難所運営をどうしていくか。

Ａ： 自分の身は自分で守ることと、地域のコミュニケーションは大事。避難所運営も
自主防災会の協力が必要です。今年、町では総合体育館などの指定避難所へ、エ
アコン 12 台を設置しました。今後も施設整備を充実させ、防災対策の強化を要
望していきます。中　　収克さん

（自主防災会連絡協議会）

医療費の無償化
Ｑ： 町の宝である子どもを安心して育てられるよう、高校生までの医療費
の無償化を望む。

Ａ： 町では 18 歳に達した年度末までの医療無償化を実施していますが、
議会では、全国一律に平等な医療サービスを受けられるよう、高校生
までの医療費を完全無償化とする医療費給付制度の創設を、県と国に
強く働きかけています。 会田　和人さん

（山辺町青年農業者連絡協議会）

（紙面の関係上、一部編集して記載しています）

災害対策
Ｑ： 須川の氾濫区域に、町保健福祉センターなどの福祉施設がある。町民の生活と安全を
守るためにも、施設を移転すべきでは。

Ａ： 建設前に、議会でも現地調査を行っていますが、その当時は、適地とされていました。
すぐの移転は難しいと思いますが、今、須川氾濫防止に向けて流域の河川改修整備が
行われており、早期改修を国などに要望し、流域内の施設、住民の安全を確保してい
きます。垂石　幹男さん

（山辺町文化団体協議会）

健康増進
Ｑ： 病気にならない予防施策が必要だ。他市では、野菜の摂取量を見える化する「ベ
ジメータ」という機械を健診や学校で活用し、健康増進につなげている。町でも
導入できないか。

Ａ： 町民の健康づくりは大事。ベジメータの普及、導入について町に働きかけていき
ます。高内たか子さん

（山辺町食生活改善推進協議会）
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